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１．研究の目的 

本校では、2017 年度より週 1時間の探究科の

時間を設定し、運営する組織、カリキュラム立

案・授業の企画・実践、評価方法を開発・実践

してきた。本研究では、2022 年の学習指導要領

改訂による「総合的な探究の時間」実施に向け

て、本校の 4年間の実践を整理・分析・評価し、

「総合的な探究の時間」を成功させる工夫につ

いて考察、教材を共有するを目的とする。 

 

２．研究の背景 

2.1.本校での探究科設定の経緯 

 本校では以前「総合的な学習の時間」で学級

担任が進路をテーマに週 1 時間の授業を行って

きた。この方法は生徒や学年の実態に合わせて

授業を行うことができる一方、担任の授業準備

の負担や毎年担当者が異なり授業の深化が見ら

れないなどの課題が生じていた。 

 また本校では 2017 年度より共学化と共に 21

世紀型教育の導入を目的とする学校改革を行い、

週 1時間の「総合的な学習の時間」を教科化し、

PBL型の探究科の時間を2017年度の高校1年生

より実施することとなった。以降 2018 年に高校

2 年生まで、2019 年には高校全学年で週 1 時間

の探究科の授業を実践している。 

 

2.2．総合的な探究の時間の目標 

 2022 年度から高等学校で実施される新学習

指導要領では従来の「総合的な学習の時間」に

代わり「総合的な探究の時間」が設定される。

同時間の目的として「探究の見方・考え方を働

かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通し

て，自己の在り方生き方を考えながら，よりよ

く課題を発見し解決していくための資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。」とあり、

探究における生徒の学習の姿のモデルとして図

1のようなモデル図を示している。 

 

図 1 探究における生徒の姿 

探究の時間のモデルとして「課題の設定→情

報の収集→整理・分析→まとめ」を繰り返しな

がら生徒が成長していく姿を現している。 

 本校の実践は当初から「総合的な探究の時間」

を意識した内容としているが、実施組織・カリ

キュラム・評価において独自の工夫を加えてい

る部分も多い。本稿はこの 3 点を中心に 4 年間

の実践を紹介し、考察していく。 

 

３．探究科の実践内容 

3.1．探究科の実践組織 

 探究科の実施に向けて、2016 年度に公募でプ

ロジェクトチームを立ち上げ、私と若手国語科

教員の 2 名が担当となった。この 2 名で高校 3

年間の授業内容・カリキュラムを考え、2017 年

度はこの 2 名が主担当となり、他の教員ととも

に TT（ティームティーチング）で授業を行った。

2018 年度以降はさらに 2 名（社会科・美術科）

の教科員を加え、現在もこの 4 名を主担当者と

して TTで授業を展開している。 



3.2.探究科のカリキュラムデザイン 

 探究科では世界や日本の社会問題について、

自分でテーマを設定し、高校 3 年生で卒業論文

にまとめることを目標とした。この目標に向け

て必要な要素として SDGs など国際問題の知識

と、論文を書くためのアカデミックスキルを習

得させる3年間のカリキュラムを考えた。（図2） 

 
図 2 カリキュラムイメージ 

 修得させるべきアカデミックスキルについて

は、大学の初年次教育のテキストや先行事例か

ら、下表のように具体的にリストアップした。 

 

図 3 目指したアカデミックスキル 

 

3.3.各学年の授業内容 

(1)高校 1年「学びのスキル」の獲得 

 1 年生では「学びのスキル」獲得をテーマに、

情報を整理・要約・発表するスキルと、世界や

日本の社会問題についての知識をつけることを

目的とした。1学期は「情報を整理する」「まと

める」「表現する」というスキルを中心に、2学

期以降は世界や日本の社会問題についてのテキ

ストを全員が購入し、本を読んでまとめて発表

するワークを複数回行うことで基礎知識と発表

スキルの習得目指した。 

 

 

図 4 高校 1年のカリキュラム内容 

(2)高校 2年「Think Globally, Act Locally」 

 1 学期は 1 年生の学びの続きを行い、2 学期

は自分たちでプロジェクトを提案し実行・評価

する活動を行った。（初年度はチャリティイベン

トの企画、2 年目はエコバッグの企画・販売を

行った。）3学期は卒業論文制作に向けて文章の

制作や論文のテーマ決めに充てた。 

 

図 5 高校 2年のカリキュラム 

(3)高校 3年「卒業論文」の制作 

 1 学期前半は卒業論文のテーマを調べレジュ

メで発表しテーマの再考を行った。ここでもら

った意見も踏まえ後半に論文制作を行い 1 学期

末を 1 次提出の期限とした。2 学期は教員の添

削・アドバイスを返し、文章を推敲、2学期前半

に最終提出とした。後半は論文内容の共有のた

めポスターを作成し、ポスターセッションでお

互いの論文の内容を発表・評価しあった。 

 

図 6 高校 3年のカリキュラム 

 



3.4.授業デザインの工夫 

 探究科の授業では、講義型の授業ではなく

PBL 形式で授業を行うこととし、次のことを意

識して授業デザインをした。 

（1）深い学びを実現する 

 深い学びの実現には、認知心理学では「内化

→外化→内化」の手順をたどることが有効とさ

れる。具体的には意見交換では「言うことを考

える（内化）→意見交換で発表、他の人の意見

を聞く（外化）→もう一度自分で考える（内化）」

のプロセスをたどることで、最初よりも自分の

考えを深めることができる。授業の話し合いや

発表では、この手順を意識してたどらせること

で深い学びの実現を目指した。 

（2）学びの仕掛けを作る 

 授業形式としては教師が知識を教え込む講義

形式ではなく、発表などアウトプットするため

に調べたりまとめたりすることで知識を得て、

またお互いの発表を聞くことでさらに知識を得

ることを意識した。アウトプットするためのプ

ロセスで知識をインプットする授業である。 

（3）生徒同士の共有の中で学ぶ 

 お互いの発表を聞くことで、その内容から新

たな知識を、方法では書き方やまとめ方の上手

な例を他の生徒に紹介することで学ぶというこ

とも多く実施した。例えば「要約する」という

課題では、上手な生徒の作品を途中段階でも見

せながら学ばせるなどである。 

 

図 7 ポスターセッションの様子 

 

3.5.評価の工夫 

（1）プロセスも評価する 

 評価材料は発表や成果物だけでなく、学びの

プロセスも評価するようにした。具体的には途

中段階もこまめにワークシートに記録させ、そ

の内容を点数化して評価に組み込んだ。 

 

図 8 プロセスを記入するワークシート 

（2）ルーブリック評価で生徒と基準を共有する 

 ワークシートや発表の評価項目・基準につい

てはルーブリック評価とし、生徒と共有した。

生徒と目標を共有することで、生徒にとって納

得できる評価をめざした。 

（3）点数で評価する 

 「総合的な学習の時間」では点数評価ではな

く文章で評価を行うとされ「総合的な探究の時

間」でも同じである。しかし本校では他の教科

と同じく点数で評価を行うこととした。点数評

価を行うことで、自分の頑張りや足りないとこ

ろを意識でき、「点数を上げよう」とモチベーシ

ョンの向上が期待できるからである。 

 

４．考察 

4.1. 探究を教科化したことの効果 

 探究科を担当する教員を固定し教科化したこ

とは、実施母体を明確にし、自然と授業内容の

改善・深化が行われる効果があった。また学年

間の連携・引き継ぎもスムーズで、前年度の積

み重ねをふまえて授業を行うことができた。TT

で他教科教員も巻き込むことで、絶えず他教科

との教科内容の連携も意識するようになった。 

 

4.2.カリキュラム・授業内容の評価 

 高校 3 年間の探究科の目標を卒業論文に設定

しているが、年々そのテーマ・内容も進化して

いる。図 9 は 2021 年度の卒業論文のテーマで



あるが、テーマの内容もバラエティに富み、生

徒が自分事として問題をとらえたものも多い。 

 

図 9 2021 年度論文テーマ抜粋 

 次に 2021 年度高校 3 年生 51 名を対象に授業

の最後のアンケートの結果から見ていく。 

  

図 10 生徒アンケート結果 

 3 年間の探究科の授業について、「参考になっ

たか？」、「将来参考になると思うか？」につい

ての回答が図 10 になる。いずれも 85％以上の

生徒が「参考になった」、「将来参考になる」と

回答しており、生徒は「参考になる」と実感し

ながら授業に取り組んでいたことがわかる。 

 次に同アンケートの「授業で学んだこと、思

ったこと、考えたこと」についての自由記述を

テキストマイニングで分析する。 

 

図 11 自由記述のテキストマイニング分析 

 「SDGS」といった知識の内容、「論文」「プレ

ゼン」「ポスターセッション」といった発表の経

験、「学ぶ」「役に立つ」「身に着ける」といった

認識、「深める」「考える」といった思考の言葉

が目立つ。探究科の授業の中の様々な活動を通

して、生徒は「考える」「深める」経験をしたこ

とが自由記述から伺える。 

 

4.3 評価について 

評価項目・基準をルーブリック評価で共有し、

点数評価としたことは生徒のモチベーション向

上につながった。評価観点を意識しそれが点数

という結果につながることで、「さらに良い点を

取ろう」と授業への取り組みも向上した。評価

への納得度も生徒の約 70%が「ちょうどよい」

と回答し、「高い」「少し高い」も約 20%あった。

生徒も納得する評価であったことがわかる。 

 

５．まとめ 

 本校が 4年間実践した探究科の効果は、 

①教科化し担当者を固定することで、授業内

容の改善や深化や他教科への波及があった 

②卒業論文をゴールに知識・アカデミックス

キルを獲得するカリキュラムデザインは、

生徒自身が自ら学んだと実感でき、また「役

に立つ」と感じる内容だった。 

③評価をルーブリック評価で基準を共有し、

点数評価を行うことは、目標や弱点が明確

になり生徒の意欲・力の向上につながった。 

 という 3点にまとめられる。 

 また 4 年間の取組で開発・実

践した本校の教材は、これから

「総合的な探究の時間」を行う

学校向けに私個人の Web ページ

で公開し共有できるようにしている。（「探究の

授業アイデア」https://www.okamon.jp/tankyu)  
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